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【適応】

事物の永続性，小球入れが可能であった子ども。

【検査教具】

クレヨンまたは鉛筆，紙を用いる。

【手続き】

子どもに鉛筆またはクレヨンと紙を渡し，セラピストの描いた線や図形を見せ，「同じに書いてごらん」と

言う。子どもがセラピストの描いた図形を模写する。セラピストが描いているところは子どもに見せないよう

にする。

【発達年齢との対照】

各課題の発達年齢との対照を表9-5に示す。

表9-5 描線の発達年齢との対応

課題 発達年齢との対照

点々 1:0～1:5

円錯画 1:6～1:8

縦線 2:0～2:5

横線 2:0～2:5

円 2:6～2:11

十字 2:6～2:11

□ 3:6～4:0

△ 4:6～4:11

菱形 6:0～6:5

２．聴覚的記銘力（ＡＭＳ）

単語の聴覚的記銘力（Auditory Memory Span)を検査する。表9-5聴覚的記銘力の手続きを参照。

【適応】

記号形式－指示内容関係の段階3-1（音声記号）で絵カードの選択がセットＦ，Ｇ，またはセットＨで可

能な子どもを対象とする。

【実施順序】

２単位→３単位の順で行う。

【検査教具】

事物の名称の１６語絵カードのうち，くつ，電話，帽子，ご飯，パン，犬，象，飛行機，車の9枚。

【検査フォーム】

No.9（基礎的プロセス）

2

174 第２部 検査の実施手続き

２．生活年齢（横軸）と発達年齢（縦軸）がクロスする点をグラフにプロットし，この点と原点を点線で結

ぶ。

(g)「6.個体内プロフィール」

生活年齢，動作性課題，言語記号の受信・発信それぞれの発達年齢をプロットし実線で結ぶ。

１．動作性課題

サマリー<2>，および表11-4を参考に図形の弁別，積木の構成，描線の検査結果を総合した発達

年齢をプロットする。発達年齢１歳以下，あるいは3～4歳以上，および図形の弁別，積木の構成，描

線の各検査結果のばらつきが大きい場合などは他の諸検査の結果も参考にプロットする（（3）「他の

諸検査結果の参照」を参照）。

２．言語記号の受信

「5．記号形式－指示内容関係の受信面の発達段階」のグラフで記入した発達年齢をプロットする。

３．言語記号の発信

サマリー<2>の発信における「発達年齢との対照」欄，および表11-3を参考に発信面の発達年齢

をプロットする。事物名称（絵カード）の検査に進めなかった場合や有意味語が０語だった場合は，

他の発達検査を参考とし発達年齢は0歳～1歳半にプロットする（（3）「他の諸検査結果の参照」を参

照）。

（３）他の諸検査結果の参照

本検査では，標準との⽐較は絵カードを⽤いた語彙・語連鎖検査について⾔語発達年齢との対応としては

得られるが，いわゆる発達年齢や発達指数は算出できない。標準との⽐較が必要な場合には，適宜他の検査

結果を参照する（表11-5）。低年齢（発達年齢0歳〜）では遠城寺式乳幼児分析的発達検査法や新版K式発

達検査2001，2〜5・6歳以上ではWPPSI-ⅢまたはWISC-Ⅳ，PVT-R（絵画語い発達検査）も併⽤する（発達・

知能検査は公認⼼理師等による実施が望ましい）。

表 11-5　参考とする他の検査

名称 出版元 対象年齢

PVT-R 
絵画語い発達検査　3）

日本文化科学社 3 歳 0 か月～ 12 歳 3 か月

ITPA 
言語学習能力診断検査　4） 
※検査用紙のみ 2022 年 3 月まで販売

日本文化科学社 3 歳～ 9 歳 11 か月

遠城寺式 ・ 乳幼児分析的発達検査法 
（九州大学小児科改訂新装版）　1)

慶応義塾大学出版会 0 歳～ 4 歳 7 か月

（津守） 乳幼児精神発達診断法　5), 6） 大日本図書
1 か月～ 12 か月 
1 歳～ 3 歳 
3 歳～ 7 歳

新版 K 式発達検査 2001　2） 京都国際社会福祉センター 0 歳～成人

田中ビネー知能検査Ⅴ （ファイブ )*　7) 田研出版 2 歳～成人

WPPSI- Ⅲ*　8） 
WISC- Ⅳ*　9）

日本文化科学社
2 歳 6 か月～ 7 歳 3 か月 
5 歳 0 か月～ 16 歳 11 か月

　　　　　　　　　　　　　　　　* ： 公認心理師等が施行することが望ましい。

 （３）他の諸検査結果の参照

本検査では，標準との比較は絵カードを用いた語彙 ・ 語連鎖検査について言語発達年齢との対応として

は得られるが，いわゆる発達年齢や発達指数は算出できない。 標準との比較が必要な場合には，適宜他の

検査結果を参照する （表 11-5）。 低年齢 （発達年齢 0 歳～） では遠城寺式乳幼児分析的発達検査法や

新版 K 式発達検査 2001，2 ～ 5・6 歳以上では WPPSI- Ⅲまたは WISC- Ⅳ，PVT-R （絵画語い発達検査）

も併用する （発達 ・ 知能検査は公認心理師等による実施が望ましい）。

段階3-2

3 歳 0 か月～ 12 歳 3 か月

WISC- Ⅳ* 9）
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2 歳 6 か月～ 7 歳 3 か月 
5 歳 0 か月～ 16 歳 11 か月

　　　　　　　　　　　　　　　　* ： 公認心理師等が施行することが望ましい。

 （３）他の諸検査結果の参照

本検査では，標準との比較は絵カードを用いた語彙 ・ 語連鎖検査について言語発達年齢との対応として

は得られるが，いわゆる発達年齢や発達指数は算出できない。 標準との比較が必要な場合には，適宜他の

検査結果を参照する （表 11-5）。 低年齢 （発達年齢 0 歳～） では遠城寺式乳幼児分析的発達検査法や

新版 K 式発達検査 2001，2 ～ 5・6 歳以上では WPPSI- Ⅲまたは WISC- Ⅳ，PVT-R （絵画語い発達検査）

も併用する （発達 ・ 知能検査は公認心理師等による実施が望ましい）。

段階3-2

3 歳 0 か月～ 12 歳 3 か月

WISC- Ⅳ* 9）
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